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道徳教育の充実に
向けての課題

2

１ 道徳教育における校長の役割

２ 道徳教育推進教師の役割

3１ 道徳教育における校長の役割

Ｑ：『中学校学習指導要領』に
「校長」という記述は何か所あるで
しょうか？

4１ 道徳教育における校長の役割

『中学校学習指導要領』第１章第５の１

１ 教育課程の改善と学校評価，教育課程外の活動との連携等

ア 各学校においては，校長の方針の下に，校務分掌に基
づき教職員が適切に役割を分担しつつ，相互に連携しな
がら，各学校の特色を生かしたカリキュラム・マネジメ
ントを行うよう努めるものとする。また，各学校が行う
学校評価については，教育課程の編成，実施，改善が教
育活動や学校運営の中核となることを踏まえ，カリキュ
ラム・マネジメントと関連付けながら実施するよう留意
するものとする。



5１ 道徳教育における校長の役割

『中学校学習指導要領』第１章第６の１

１ 各学校においては，第１の２の⑵に示す道徳教育の目標を
踏まえ，道徳教育の全体計画を作成し，校長の方針の下に，
道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推進教
師」という。）を中心に，全教師が協力して道徳教育を展開
すること。なお，道徳教育の全体計画の作成に当たっては，
生徒や学校，地域の実態を考慮して，学校の道徳教育の重点
目標を設定するとともに，道徳科の指導方針，第３章特別の
教科道徳の第２に示す内容との関連を踏まえた各教科，総合
的な学習の時間及び特別活動における指導の内容及び時期並
びに家庭や地域社会との連携の方法を示すこと。

6１ 道徳教育における校長の役割

『中学校学習指導要領』第３章第３の２

２ 第２の内容の指導に当たっては，次の事項に配慮するもの
とする。

⑴ 学級担任の教師が行うことを原則とするが，校長や教頭
などの参加，他の教師との協力的な指導などについて工夫
し，道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実するこ
と。

7１ 道徳教育における校長の役割 8１ 道徳教育における校長の役割

教育委員会対象
【設問2-①】道徳教育のさらなる充実のために特に課題となっていること

（複数回答）

■都道府県

■政令指定都市

■市区町村

1.教師の指導力

2.学校管理職のマネ
ジメント

3.家庭や地域社会と
の連携・協力

4.補助教材を含む物
的な環境整備

5.教育行政側の指導

6.その他

7.特にない



9１ 道徳教育における校長の役割

『中学校学習指導要領解説 総則編』（p.131）

ア 校長の方針の明確化

道徳教育は，「第１章総則」の第１の２（2）に示すように，学校
の教育活動全体で行うものであり，学校の教育課程の管理者である
校長は，その指導力を発揮し，学校の道徳教育の基本的な方針を全
教師に明確に示すことが必要である。校長は道徳教育の改善・充実
を視野におきながら，関係法規や社会的な要請，学校や地域社会の
実情，生徒の道徳性に関わる実態，家庭や地域社会の期待などを踏
まえ，学校の教育目標との関わりで，道徳教育の基本的な方針等を
明示しなければならない。
校長が道徳教育の方針を明示することにより，全教師が道徳教育

の重要性についての認識を深めるとともに，学校の道徳教育の重点
や推進すべき方向について共通に理解し，具体的な指導を行うこと
ができる。また，校長の方針は，全教師が協力して学校の道徳教育
の諸計画を作成し，展開し，その不断の改善，充実を図っていく上
でのよりどころになるものである。

『中学校学習指導要領解説 道徳編』（平成20年７月）

道徳教育は，「第１章総則」に示すように，学校の教育活動全体で取り組む
ものであり，校長は学校の道徳教育の基本的な方針を全教師に明確に示すこと
が求められる。校長は道徳教育の充実・改善の方向を視野におきながら，生徒
の道徳性にかかわる実態，学校の道徳教育推進上の課題，社会的な要請や家庭
や地域の期待などを踏まえ，学校の教育目標とのかかわりにおいて，道徳教育
の基本的な方針等を明示する必要がある。

『中学校学習指導要領解説 道徳編』（平成20年７月）

道徳教育は，「第１章総則」に示すように，学校の教育活動全体で取り組む
ものであり，校長は学校の道徳教育の基本的な方針を全教師に明確に示すこと
が求められる。校長は道徳教育の充実・改善の方向を視野におきながら，生徒
の道徳性にかかわる実態，学校の道徳教育推進上の課題，社会的な要請や家庭
や地域の期待などを踏まえ，学校の教育目標とのかかわりにおいて，道徳教育
の基本的な方針等を明示する必要がある。

10１ 道徳教育における校長の役割

『中学校学習指導要領解説 総則編』（p.131）

ア 校長の方針の明確化

道徳教育は，「第１章総則」の第１の２（2）に示すように，学校
の教育活動全体で行うものであり，学校の教育課程の管理者である
校長は，その指導力を発揮し，学校の道徳教育の基本的な方針を全
教師に明確に示すことが必要である。校長は道徳教育の改善・充実
を視野におきながら，関係法規や社会的な要請，学校や地域社会の
実情，生徒の道徳性に関わる実態，家庭や地域社会の期待などを踏
まえ，学校の教育目標との関わりで，道徳教育の基本的な方針等を
明示しなければならない。
校長が道徳教育の方針を明示することにより，
・全教師が道徳教育の重要性についての認識を深めることができ
る。

・学校の道徳教育の重点や推進すべき方向について共通に理解し，
具体的な指導を行うことができる。

・全教師が協力して学校の道徳教育の諸計画を作成し，展開し，
その不断の改善，充実を図っていく上でのよりどころになる。

11１ 道徳教育における校長の役割

教育委員会対象
【設問2-①】道徳教育のさらなる充実のために特に課題となっていること

（複数回答）

自由記述回答

・教職経験の浅い教師が道徳教育推進教師となるケー
スがあるなど、道徳教育推進教師の位置付けや指
導・育成・支援が不十分

12１ 道徳教育における校長の役割

Ｑ：道徳教育推進教師に求められる資質・
能力は何でしょうか？

『中学校学習指導要領解説 総則編』（p.131）

イ 道徳教育推進教師を中心とした全教師による協力体制の整備

(ｱ) 道徳教育推進教師の役割

なお，道徳教育推進教師については，その職務の内容に鑑み，校長
が適切に任命するとともに，学校の実態に応じて人数等に工夫を加
えるなどの創意工夫した対応が求められる。さらに，道徳教育推進
教師の研修や近隣の学校の道徳教育推進教師との連携等も積極的に
進め，道徳教育の充実に努めることが大切である。



13

１ 道徳教育における校長の役割

２ 道徳教育推進教師の役割

14

『中学校学習指導要領解説 総則編』（p.131）

イ 道徳教育推進教師を中心とした全教師による協力体制の整備

(ｱ) 道徳教育推進教師の役割

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること

・ 全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること

・ 道徳科の充実と指導体制に関すること

・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること

・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること

・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること

・ 道徳教育の研修の充実に関すること

・ 道徳教育における評価に関すること など

２ 道徳教育推進教師の役割

15２ 道徳教育推進教師の役割

自校の道徳科の年間指導計画は
どのような工夫がなされていますか？

道徳科の年間指導計画が
取り扱う順番を示すだけのものになって

いませんか？
道徳科の授業が
単発の指導になっていませんか？

16２ 道徳教育推進教師の役割

学校教育目標

道徳教育の重点目標

指導方針など

各教科における
道徳教育

総合的な
学習の時間

特別活動など

道徳教育の
軸になる部分

〈道徳教育の全体計画〉

年間計画にどのように反映させているか？

重点とする内容項目
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点

⑴ 主題の設定と配列を工夫する

⑵ 計画的，発展的指導ができるように工夫する

⑶ 重点的な指導ができるように工夫する

⑷ 各教科等，体験活動等との関連的指導を工夫する

⑸ 複数時間の連携を図った指導を取り入れる

⑹ 計画の弾力的な取扱いについて配慮する

２ 道徳教育推進教師の役割 18

➣東京都中学校道徳教育研究会
「令和３年度アンケート調査結果」より

道徳教育推進教師を中心に
全教師が協力して道徳教育を展開

２ 道徳教育推進教師の役割

19

➣東京都中学校道徳教育研究会
「令和３年度アンケート調査結果」より

※上記８の選択肢
ア 昨年度中に作成した イ １学期中に作成した ウ 夏休み中に作成した
エ 現在作成中 オ 今年度は作成しない

２ 道徳教育推進教師の役割 20

内容項目 道徳科 … 英語科 … 学校行事

自主，自立
自由と責任

○○○○○

… ○○○○○

思いやり
感謝

○○○○○
○○○○○

○○○○○ ○○○○○

… ○○○○○

遵法精神
公徳心

○○○○○

… ○○○○○

生命の尊さ
○○○（2h）
○○○○○

○○○○○ ○○○○○

➣道徳教育の全体計画の別葉

詰め込み過ぎない
→重点内容項目に力点を置く

２ 道徳教育推進教師の役割
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑴ 主題の設定と配列を工夫する

主題の配列に当たっては，主題の性格，他の教育活動と
の関連，地域社会の行事，季節的変化などを十分に考慮す
ることが望まれる。

２ 道徳教育推進教師の役割 22

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑶ 重点的な指導ができるように工夫する

内容項目の指導については，生徒や学校の実態に応じて
重点的指導を工夫し，内容項目全体の効果的な指導が行え
るよう配慮する必要がある。その場合には，学校が重点的
に指導しようとする内容項目の指導時間数を増やし，一定
の期間をおいて繰り返し取り上げる，何回かに分けて指導
するなどの配列を工夫したり，内容項目によっては，ねら
いや教材の質的な深まりを図ったり，問題解決的な学習な
ど多様な指導の方法を用いたりするなどの工夫が考えられ
る。そのためには，研修などにより教師が内容項目を十分
理解し，生徒の実態に即した指導を行う必要がある。

２ 道徳教育推進教師の役割

23

教師の道徳的価値の理解が重要
→自分事として

考えているか？
→多面的・多角的に

考えているか？
生徒共に考えたいこと

２ 道徳教育推進教師の役割 24

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑵ 計画的，発展的指導ができるように工夫する

内容項目の全体構成及び相互の関連性や発展性を考慮し
て，３学年間を見通した計画的，発展的な指導が行えるよ
うに工夫する。また，小学校における道徳科との関連，家
庭や地域社会との連携を図るよう工夫することも望まれる。

・重点とする内容項目の相互の関連性や発展性を考慮
する。

→重点とする内容項目に該当する３年間の教材の
関連性や指導のポイントを明示する

→過年度のワークシートを活用する，など

２ 道徳教育推進教師の役割
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➣計画的・発展的指導ができるように工夫する際の留意点

○内容項目の４つの視点の関係

２ 道徳教育推進教師の役割 26

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.20）

１ 内容構成の考え方
⑵ 四つの視点
Ａ：自己の在り方を自分自身との関わりで捉え，望ましい自

己の形成を図ることに関するもの

Ｂ：自己を人との関わりにおいて捉え，望ましい人間関係の
構築を図ることに関するもの

Ｃ：自己を様々な社会集団や郷土，国家，国際社会との関わ
りにおいて捉え，国際社会と向き合うことが求められて
いる我が国に生きる日本人としての自覚に立ち，平和で
民主的な国家及び社会の形成者として必要な道徳性を養
うことに関するもの

Ｄ：自己を生命や自然，美しいもの，気高いもの，崇高なも
のとの関わりにおいて捉え，人間としての自覚を深める
ことに関するものである。

２ 道徳教育推進教師の役割

27

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.20）

１ 内容構成の考え方
⑵ 四つの視点

この四つの視点は，相互に深い関連をもっている。例えば，
自律的な人間であるためには，Ａの視点の内容が基盤となっ
て，他の三つの視点の内容に関わり，再びＡの視点に戻るこ
とが必要になる。また，Ｂの視点の内容が基盤となってＣの
視点の内容に発展する。さらに，Ａ及びＢの視点から自己の
在り方を深く自覚すると，Ｄの視点がより重要になる。そし
て，Ｄの視点からＣの視点の内容を捉えることにより，その
理解は一層深められる。

２ 道徳教育推進教師の役割 28

➣計画的・発展的指導ができるように工夫する際の留意点

○内容項目の４つの視点の関係

○道徳性の諸様相

２ 道徳教育推進教師の役割



29２ 道徳教育推進教師の役割

『中学校学習指導要領』第３章第１

道徳的判断力
道徳的心情
道徳的実践意欲
道徳的態度

道徳性の諸様相

第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の
目標に基づき，よりよく生きるための基盤とな
る道徳性を養うため，道徳的諸価値についての
理解を基に，自己を見つめ，物事を広い視野か
ら多面的・多角的に考え，人間としての生き方
についての考えを深める学習を通して，道徳的
な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。

30２ 道徳教育推進教師の役割

ねらい
・・・道徳的判断力（道徳的心情，

道徳的実践意欲と態度）を育てる。

道徳的価値について何を考えさせるか
を示したもの

教師の指導の意図

31

➣計画的・発展的指導ができるように工夫する際の留意点

○内容項目の４つの視点の関係

○道徳性の諸様相
『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.17）

４ 道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる
道徳性とは，人間としてよりよく生きようとする人格的特

性であり，道徳性を構成する諸様相である道徳的判断力，道
徳的心情，道徳的実践意欲と態度を養うことを求めている。
これらの道徳性の諸様相は，それぞれが独立した特性ではな
く，相互に深く関連しながら全体を構成しているものである。
したがって，これらの諸様相が全体として密接な関連をもつ
ように指導することが大切である。道徳科においては，これ
らの諸様相について調和を保ちながら，計画的，発展的に指
導することが重要である。

２ 道徳教育推進教師の役割 32

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑷ 各教科等，体験活動等との関連的指導を工夫する

年間にわたって位置付けた主題については，各教科等との関連を
図ることで指導の効果を高められる場合は，指導の内容及び時期を
配慮して年間指導計画に位置付けるなど，具体的な関連の見通しを
もつことができるように工夫することも考えられる。

また，生徒自らが成長を実感でき，これからの課題や目標が見付
けられるよう，学校や家庭・地域社会における職場体験活動やボラ
ンティア活動，自然体験活動などの道徳性を養うための体験活動や
情操を育む活動を積極的に活用したり，校長や教頭をはじめ他の教
師等も積極的に参加するティーム・ティーチング，さらに，地域の
人々や保護者から積極的に授業の参加協力を得たりするなど，指導
者が道徳教育推進教師と連携を密にしながら，多様な指導方法や学
習形態の工夫を図ることも重要である。さらに，特別活動の特質を
十分に踏まえた上で，各学校において，特別活動と道徳科のそれぞ
れの役割を明確にしつつ，連携を一層密にした計画的な指導を行う
ことが求められる。

２ 道徳教育推進教師の役割
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➣東京都中学校道徳教育研究会
「令和３年度アンケート調査結果」より
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よく見られる実践として

行事等の前に
事前指導的に道徳科の授業を行う

修学旅行の事前指導で

我が国の伝統と文化の尊重
国を愛する態度 遵法精神，公徳心

節度，節制 よりよい学校生活
集団生活の充実
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『中学校学習指導要領』第３章第３の２の⑵

道徳科が学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要とし
ての役割を果たすことができるよう，計画的・発展的な指導を
行うこと。特に，

・各教科，総合的な学習の時間及び特別活動における道徳教
育としては取り扱う機会が十分でない内容項目に関わる指
導を補うこと

・生徒や学校の実態等を踏まえて指導をより一層深めること

・内容項目の相互の関連を捉え直したり発展させたりするこ
と

に留意すること。

要としての役割

補充 深化 統合
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➣補充

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.89）

生徒は，学校の諸活動の中で多様な道徳的価値について感じ
たり考えたりするが，各教科等においてもその特質があるため
に，その全てについて考える機会があるとは限らない。

➣深化

また，生徒は，各教科等においてそれぞれの特質に応じて道
徳性を養うための学習を行うが，各教科等の指導には各教科等
に特有のねらいがあることから，その中では道徳的価値の意味
などについて必ずしもじっくりと考え，深めることができてい
るとは限らない。それらの指導の中に含まれる道徳教育が，道
徳性を養うためにはとかく断片的であったり徹底を欠いたりす
るのは避けられないことでもある。
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➣統合

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.89）

さらに，各教科等における道徳教育の中で多様な体験をして
いたとしても，それぞれがもつ道徳的価値の相互の関連や，自
己との関わりにおいての全体的なつながりなどについて考えな
いまま過ごしてしまうことがある。単に個々の教科等に着目し
た場合に断片的で徹底を欠くばかりでなく，それだけでは，十
分な成果を上げることができないこともやむをえない。
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➣補充，深化，統合

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.89）

道徳科は，道徳的価値に関わる諸事象を，捉え直したり発展さ
せたりして，生徒に新たな感じ方や考え方を生み出すという役
割もある。したがって，その断片的あるいは掘り下げを欠いた
不十分さを補うために，道徳科では，生徒が道徳的諸価値につ
いて自覚を深めることが必要である。

このことを生徒の立場から見ると，道徳科は，各教科，総合
的な学習の時間及び特別活動などで学習した道徳的諸価値を，
全体にわたって人間としての在り方や生き方という視点から捉
え直し，自分のこととして理解し，自分との関わりで道徳的諸
価値を捉え，自分なりに発展させていこうとする時間というこ
とになる。

内面的資質としての道徳性を主体的に養っていく時間

２ 道徳教育推進教師の役割
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.82）

３ 学習指導の多様な展開
⑶ 体験の生かし方を工夫した指導

生徒は，日常の生活や学校の全教育活動の中で様々な体験をして
いる。その中で，様々な道徳的価値に触れ，自分との関わりで感じ
たり考えたりしている。日常の体験を学習の中で発表することにと
どまらず，日常体験そのものを教材としたり，道徳科において，職
場体験活動やボランティア活動，自然体験活動などの体験活動を生
かしたりするなどの多様な指導方法の工夫を行うことが考えられる。

道徳科においては，

・生徒が日常の体験を想起する問いかけ

・体験したことの実感を深めやすい教材

・実物の観察や実験等を生かした活動

・対話を深める活動

・模擬体験や追体験的な表現活動
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.82）

３ 学習指導の多様な展開
⑶ 体験の生かし方を工夫した指導

生徒は，日常の生活や学校の全教育活動の中で様々な体験をして
いる。その中で，様々な道徳的価値に触れ，自分との関わりで感じ
たり考えたりしている。日常の体験を学習の中で発表することにと
どまらず，日常体験そのものを教材としたり，道徳科において，職
場体験活動やボランティア活動，自然体験活動などの体験活動を生
かしたりするなどの多様な指導方法の工夫を行うことが考えられる。

道徳科においては，

・生徒が日常の体験を想起する問いかけ

・体験したことの実感を深めやすい教材

・実物の観察や実験等を生かした活動

・対話を深める活動

・模擬体験や追体験的な表現活動
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.50）
Ｃの「13 勤労」

⑵ 指導の要点

さらに，体験的な学習を生かして，働くことの重要性につい
て理解を深めさせることが重要である。そのためには，キャリ
ア教育と関連させて，職場体験活動やボランティア活動，福祉
体験活動などの体験活動を生かすなど指導の工夫が求められる。
勤労の尊さや意義についての考えを深めるとともに，働くこと
についての理解を通して職業についての正しい考え方を育てる
ことが大切である。勤労を通して，社会貢献に伴う喜びが自ら
の充実感として生徒一人一人に体得され，心から満足でき，生
きがいのある人生を実現しようとする意欲にまで高めたい。
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各教科等

総合的な学習
の時間 特別活動

生徒会活動
学級活動
学校行事

道徳科
補充・深化・統合
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑸ 複数時間の関連を図った指導を取り入れる

道徳科においては，一つの主題を１単位時間で取り扱うことが一
般的であるが，内容によっては複数の時間の関連を図った指導の工
夫などを計画的に位置付けて行うことも考えられる。

例えば，

・一つの主題を２単位時間にわたって指導し，道徳的諸価値の理
解に基づいて人間としての生き方についての学習を充実させる
方法

・重点的な指導を行う内容を複数の教材による指導と関連させて
進める方法など
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑹ 計画の弾力的な取扱いについて配慮する

年間指導計画は，学校の教育計画として意図的，計画的に作成さ
れたものであり，指導者の恣意による不用意な変更や修正が行われ
るべきではない。変更や修正を行う場合は，生徒の道徳性を養うと
いう観点から考えて，より大きな効果を期待できるという判断を前
提として，学年などによる検討を経て校長の了解を得ることが必要
である。
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➣東京都中学校道徳教育研究会
「令和３年度アンケート調査結果」より
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➣東京都中学校道徳教育研究会
「令和３年度アンケート調査結果」より
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『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.105）

１ 教材の開発と活用の創意工夫
⑵ 多様な教材を活用した創意工夫ある指導

道徳科においても，主たる教材として教科用図書を使用しなけれ
ばならないことは言うまでもないが，道徳教育の特性に鑑みれば，
各地域に根ざした郷土資料など，多様な教材を併せて活用すること
が重要である。

48

『中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（p.72～）

３ 年間指導計画作成上の創意工夫と留意点
⑺ 年間指導計画の評価と改善を計画的に行うようにする

年間指導計画に基づく授業が一層効果的に行われるためには，授
業実施の反省に基づき，上記により生じた検討課題を踏まえながら，
全教師の共通理解の下に，年間指導計画の評価と改善を行うことが
必要である。そのためには，日常から実施上の課題を評価欄に記入
したり，検討したりするための資料を収集することにも心掛けるこ
とが大切である。
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『中学校学習指導要領解説 総則編』（p.131）

イ 道徳教育推進教師を中心とした全教師による協力体制の整備

(ｱ) 道徳教育推進教師の役割

・ 道徳教育の指導計画の作成に関すること

・ 全教育活動における道徳教育の推進，充実に関すること

・ 道徳科の充実と指導体制に関すること

・ 道徳用教材の整備・充実・活用に関すること

・ 道徳教育の情報提供や情報交換に関すること

・ 道徳科の授業公開など家庭や地域社会との連携に関すること

・ 道徳教育の研修の充実に関すること

・ 道徳教育における評価に関すること など

２ 道徳教育推進教師の役割 50
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